
＜前期計画から後期計画に追加された主な内容＞
・体験型観光の推進
・観光客の分散化
・ICTを活用した観光情報の提供
・AIやIoT技術を生かした観光案内の提供
・誘客に伴う課題の解決

第四次川越市総合計後期基本計画策定
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資料１

第二次川越市観光振興計画策定

第四次川越市総合計前期基本計画策定

第二次川越市観光振興計画中間見直し 第三次川越市観光振興計画策定

第五次川越市総合計画前期基本計画策定

第二次川越市観光振興計画中間見直しの背景

❷新型コロナウイルス

新型コロナウイルス感染拡大に伴う観光業界への打撃 ※次ページ参照

東京2020オリンピック
大会の開催

蔵inガルテン川越
オープン

❽グリーンツーリズム

❶SDGs

持続可能な開発の
ための2030アジェンダ

（一社）DMO
川越の設立

❼DMO川越

❺少子高齢化

❹ICT

観光を取り巻く環境の変化

❻観光客増加

観光客増加に伴う交通・環境関連課題の増幅 リバウンドの懸念

政府が2050年までに
カーボンニュートラルを
目指すことを宣言

❸カーボンニュートラル

小江戸かわごえ
脱炭素宣言

計画策定後の本市を取り巻く環境の変化、本計画の進捗状況等を踏まえ、令和3年度から令和4年度にかけて中間見直しを行い、当該計画の実現を目
指します。

世界

日本

本市

DMO登録
制度開始

パリ協定

川越市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定

霞ヶ関カンツリー倶楽部
ゴルフ競技の開催

旧川越織物市場
オープン
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新型コロナウイルス感染症の影響

主要旅行業者…45社・グループ
③主要旅行業者の旅行取扱状況
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②日本人国内旅行消費額
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㊟このグラフは2019年の前々年と2021年の現年
との比較です。


